
- 0 - 

 

 

平成 2４年度 

白井市市民参加推進会議 視察研修資料 

 
 

 
 

    期   日     平成２４年６月２４日（日） 

    視 察 先    木更津市 市民総合福祉会館 

          （木更津市潮見2-9） 

     



- 1 - 

 

     

 

◆日 時  平成２４年６月２４日（日）午前７時００分～午後７時(予定) 

 

◆視察先  木更津市 市民総合福祉会館（木更津市潮見2-9） 

      （市マイクロバスを利用） 

 

◆内 容 

（社）かずさ青年会議所（主催）、木更津市（共催）により、幅広い市民の声を行政に

届けることを目的として開催される「かずさまちづくりディスカッション2012」の視察  

 

◆参加者  市民参加推進会議委員７名 事務局２名 計９名（予定） 

 

◆目 的 

白井市における市民参加については、平成 16 年度の市民参加条例施行以降、市民参

加の取り組みは年々増加しているものの、働き盛り世代や若年者層の市民参加に関する

関心や参加状況が少ないということが市民参加の課題として指摘されている。 

そこで、働き盛りや若年層といった今まであまり市政への参加が活発でなかった世代

の意見を市政に反映させることを目的とした新たな市民参加の手法が求められている

ところである。 

本年度の白井市市民参加推進会議においては、新しい市民参加の手法の一つである市

民討議会が今後の白井市における市民参加の新たな手法として実施することが可能か

どうかについて検討を行うため、実際に市民討議会が行われ、また活用されている木更

津市の取り組み及び市民討議会の実施状況を見学することで、市民討議会について見聞

を深めることを視察の目的とする。 
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年 代 で き ご と 

古 代 豪族や庶民で形成された一大集落として栄える。 

中 世 木更津の工匠「上総鋳物師」は鎌倉の大仏を鋳造したと伝えられている。 

近 世 
江戸時代、幕府から特権を与えられた木更津船という五大力船が、 

江戸を往来。 

明治4年 木更津県が誕生。1年7カ月の間、県庁所在地となる。 

大正元年 鉄道の木更津線(現在の内房線)が開通。木更津駅が誕生。 

昭和17年 木更津市誕生 

昭和45年 市民会館オープン 

昭和47年 
市民体育館オープン 

市庁舎が現在地(潮見)に移転 

昭和50年 中の島大橋完成 

昭和51年 人口10万人を突破 

昭和59年 市民総合福祉会館オープン 

昭和63年 木更津駅西口再開発ビル(アインス)がオープン 

平成4年 業務核都市に位置付けられる。 

平成6年 かずさアカデミアパークに、かずさDNA研究所が開所 

平成7年 館山自動車道千葉から木更津間が開通 

平成9年 
かずさアカデミアセンター(かずさアーク)がオープン 

東京湾アクアラインが開通 

平成12年 「チャレンジセンターLet's木更津」スタート(市民活動支援事業) 

平成14年 1月から3月テレビドラマ「木更津キャッツアイ」放映 

平成16年 
木更津駅西口再開発ビルが「アクア木更津」としてリニューアルオープン 

木更津金田バスターミナルがオープン 

平成19年 首都圏中央連絡自動車道(圏央道)木更津東ICから木更津JC開通 

平成21年 東京湾アクアライン料金引き下げ実験により800円に 

平成22年 常住人口が市制施行以来の最多人口を更新し125,963人に 

平成24年 木更津市常住人口が13万人突破 
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かずさまちづくりディスカッション（市民討議会）について 

 

かずさ青年会議所・主催、木更津市・共催で開催している市民討議会「かずさまちづ

くりディスカッション」はより多くの市民のみなさんの声を行政に反映させようという

市民参加の新しい試みで、無作為に抽出された市民の皆さんから参加者を募り、決めら

れたテーマについて小グループに分かれて討議を行う、ドイツで考案された「プラーヌ

ンクスツェレ」という手法に基づき行うものです。 

討議テーマについて、関係者から情報提供を受けたあとグループごとに討議をし、意

見の発表を行います。意見発表後、参加者による投票を行い、その結果まとめられた意

見を施策に反映しようとするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施概要】 

主  催  社団法人 かずさ青年会議所 

共  催  木更津市 

      ※協定書の締結により、実行委員会を設立し、役割分担（負担、情報発

信等）、個人情報の保護等を明記のうえ、実施 

募集方法  19歳以上の木更津市民1,000名を無作為抽出し、参加依頼書を送付 

目  的  メインテーマ より多くの声を市政に届けよう 

参加条件  参加依頼書が送付された宛先の方のみ参加 

報  酬  5,000円（青年会議所が支出） 

開催の契機  平成20年度に第1回の開催について、かずさ青年会議所から市へ

申し入れがあり、本年度の実施が5年目となる。 

      千葉県内では、習志野市に次いで2番目の実施となるが、毎年実

施しているのは、木更津市のみである。 
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【議論のテーマ】 

第5回目 かずさまちづくりディスカッション2012in木更津 

第1テーマ 「アウトレットの活かし方」 ～あなたが市長だったら？～ 

第2テーマ 「高齢者・障害者を地域で見守ろう！」 ～みんながおとなりどおし！～ 

 

第4回目 かずさまちづくりディスカッション2011in木更津（24名参加） 

第1テーマ 「防災対応力」 3．11その時あなたは？ 

第2テーマ 「地域力」 市民の力が地域を変える 

 

第3回目 かずさまちづくりディスカッション2010in木更津（24名参加） 

第1テーマ 「郊外大型商業施設と木更津駅前再生（みなと再生推進構想）」 

第2テーマ 「木更津市のPRと観光客とのより良い付き合い方」 

 

第2回目 かずさまちづくりディスカッション2009in木更津（50名参加） 

第1テーマ 「地域で取組む災害対応力」 

第2テーマ 「個人・家庭・隣近所で取組む災害対応力について」 

 

第1回目 かずさまちづくりディスカッション2008in木更津（28名参加） 

第1テーマ 「児童福祉の充実について」 

子育てをしやすい環境をつくるためにどのような行動が必要だと思いますか？ 

第2テーマ 「学校教育や地域市民参加による教育のあり方について」 

学校や地域でのより良い教育環境をつくるために何が必要だと思いますか？ 

第3テーマ 「防犯体制の充実について」 

子どもを安心して育める環境をつくるために何が必要だと思いますか？ 
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一つのテーママ（125分を想定）の
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の話し合いのの時間配分分】 



- 8 - 

 

【P R方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

広報きさらづ 2012年5月号

お問合せ先 

社団法人かずさ青年会議所 

住所 木更津市請西1-19-7 

TEL  0438-36-2609 

FAX  0438-37-2605 

広報きさらづ 2012年5月号
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ョン2012 運営ママニュアルルから】 
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